
＜業務＞

受賞理由受注者
業務名
（実施場所）

アジアプランニング
（株）

令和２年度国営施設応急対策事業
佐賀中部地区経済効果算定業務
（佐賀県佐賀市及び小城市地内）

　【実施状況等】

　本業務は、国営造成土地改良施設整備事業「国営佐
賀中部地区」において、従来手法の「新たな土地改良
の効果算定マニュアル」に準じた費用対効果分析の検
討とともに、令和３年度に新たに策定された費用対効
果分析手法による水管理施設の更新におけるＢ／Ｃの
算定等を行ったものである。

(作業内容)
１．準備作業
２．費用の算定
３．便益の算定
４．総費用総便益比の算定
５．点検とりまとめ

（工期）
令和2年6月 4日～令和4年2月28日

　本業務では、他のコンクリート系の施設に比べ更新頻
度の高い水管理施設の更新について、令和３年度に新
たに策定された水管理施設の更新における費用対効果
算定等を行った。
  低平地であることによる本地区の特性や既存のデータ
がない項目などについて、算定方法を検討し、総費用総
便益比を５．１５としてとりまとめた。

①維持管理費節減効果について
　本地区は、用水管理を土地改良区が、排水管理を市
が行っているが、水管理施設のみでの維持管理費の
データがなく、その把握方法について課題となったが、
聞き取り調査や既存の資料で把握し按分することで適
切に計上する等の創意工夫を行った。

②水管理労力節減効果について
　本地区は、低平地に位置し、洪水災害等のリスクが高
く、水管理についての対応に関して、聞き取り調査等で
把握することで、本地区の地理的特性を踏まえ、適切に
効果を計上する等の創意工夫を行った。

　以上のとおり、本業務は費用対効果の算定に当たり、
創意工夫を行い、責任感を持って取り組み、高い品質で
業務を完了させ、優れた業務成果は高く評価できる。

概　要

○水管理施設の更新の新たな費用対効果分析での、「維持管理費節減効果」及び「水管理労力節減効果」を算定

評価期間（事業工期＋４０年）

水管理施設
（１０年）

水路（４０年）

ダム（８０年）

（更新）

（更新）（更新）（更新）

水管理施設については、水路
系の更新の前に複数回の単独
での更新が必要

時間

水管理施設に特化した費用対効果分析

① 維持管理費節減効果の算定

水管理施設のみについての維持管理費のデータはないため、既存資料や聞き取り調査から検討し計上した。

佐賀土地改良区管理の水管理システム（用水）に係る費用は、佐賀土地改良区総代会資料を基に設定した。

佐賀土地改良区の平成２８年度～令和２年度維持管理費決算額の中央管理所のある川上頭首工関連施設の維持管理費から、水
管理施設に係る維持管理費を整理した。

川上頭首工の実績には、国・県営水路、水管理施設の費用も含まれているため、燃料費（川上頭首工）、委託費（国・県営水路）、
整備費、通信運搬費以外の共通する維持管理費は、対象施設の前歴事業の事業費に占める水管理施設の比率で算定した。

◎水管理システム（用水）

③聞き取り等でのその他の効果

② 水管理労力節減効果の算定

低平地に位置し、洪水災害等のリスクが高い、本地区の地理的特性を踏まえ、聞き取り調査等により、適切に
効果を計上。

○ 効果算定諸元

調査対象機関

区 分 設 定 方 法 等
気象庁 佐賀県

佐賀市 佐賀土地

小城市 改 良 区

①施設機能 ・対象施設のテレメータ（ＴＭ）及びテレコントロール（ＴＣ）の機能等を対象に調査し設
〇 〇

定した。

・水管理施設の機能が喪失した場合に、必要最低限となる人力での代替作業を対象として、

②施設機能代替
その作業内容、作業頻度・時間等、作業箇所、作業人員及び作業時間等について調査し整

〇 〇
理した。

・調査は、かんがい期、非かんがい期及び災害時について実施した。

・期別は、かんがい期、非かんがい期及び防災時に区分した。

かんがい期 ：６月下旬（6/21）から10月上旬
（10/10）

③期別日数 非かんがい期：かんがい期以外（10月中旬から６月中旬） 〇 〇 〇

・災害時の日数は、受益地における大雨注意報・警報、洪水注意報・警報が発令された日ま

たは一定以上の降雨日数とした。

・一定以上の降雨日数は、農地農業用施設災害復旧事業事務取扱要綱が定める「国庫補助の

対象としない災害復旧事業に係る災害の範囲」の考えに伴い、24時間雨量が80mm以上であ

った日もしくは１時間雨量が20mm以上の日を、気象庁の過去の気象データより佐賀地方気

象台の月別（日ごとの値）により把握した。

④計測・操作・記録等 かんがい期、非かんがい期及び災害時における必要人数、所要時間及び頻度は、管理主体

の必要人員、所要時 へ「水管理施設整備に係る効果算定の解説」における標準設定を提示し、標準設定と異なる 〇 〇

間及び頻度 場合は、必要人数、所要時間及び頻度と異なる理由をヒヤリングし整理した。

項 目 内 容 水管理
施設の
機能

なかりせ
ばの場合
の人力

事故があってはい
けないので２人で
巡回する旨回答。

安全

水管理施
設の更新

高齢化により樋門
の管理人の人材
不足にあることや
洪水被害が頻発
している中で水管
理施設は重要と
の話があった。

省力化、
迅速、
安全



＜業務＞

受注者
業務名

（実施場所）
受賞理由

（一社）地域環境資
源センター

令和３年度地域整備方向検討調査
笠野原地域環境配慮計画検討業務
（鹿児島県鹿屋市及び肝属郡肝付
町地内）

　環境配慮計画（案）の検討にあたり、専門家から助言・
指導を得て調査計画の作成や環境調査を適切に行い、
環境配慮計画書（案）等の専門家検討会資料の作成を
行った。

①専門家検討会運営
　調査内容等に手戻りが生じないよう調査計画策定段階
から４人の専門家から助言・指導を得るとともに、発注者
とは、打合せの他、電話、メール等で緊密な連絡調整行
い、業務工程管理や成果の品質管理を確実に行いなが
ら専門家検討会を運営した。

②調査の実施
　生物調査や景観調査では、専門家に同行してもらい説
明しながら助言を得ることで、調査の過程を適切に記録
し、また、現地踏査や環境調査が困難なダム湖法面や
樹林地では、ドローンを活用して、調査範囲全体を詳細
に把握することで、その実施状況を専門家検討会で共
有するなど、「調査の見える化」を心がけ、確実な調査成
果を得た。

③環境配慮計画（案）の検討
　整備構想(案)に基づき、大隅半島の歴史や自然につい
て幅広く情報収集し環境配慮対策を検討するとともに、
先行地区の環境配慮計画との整合性にも留意して、環
境配慮計画書(案)を作成した。

 　以上のとおり、専門家検討会の運営や環境調査の実
施に関して、優れた業務成果は高く評価できる。

概　要

　本業務は、笠野原地域の整備構想策定の一環とし
て、高隈ダムの堆砂対策等事業における環境配慮計
画（案）の検討を行うものである。

（作業内容）
Ⅰ．設計作業（内業）
　1.資料の検討
　2.現地踏査（地点概要の整理）
　3.環境調査（生物調査、景観調査）
　4.保全対象生物の設定
　5.環境配慮対策の検討
　6.環境配慮計画（案）の検討
　7.照査
　8.点検とりまとめ

Ⅱ．設計作業（外業）
　1.現地踏査
　2.環境調査（生物・景観調査、専門家検討会運営）

（工期）
令和３年６月10日～令和４年３月18日

　【実施状況等】

生物調査では、現地で専門家に調査方法の詳細を説明しながら、「調査の
見える化」を心がけ、確実に実施した。

鳥類：定点調査

コウモリ：バットディテクター

魚類：タモ網

調査対象 調査回数 調査方法

両生類、は虫
類、ほ乳類

３回
（春、夏、秋）

直接観察、捕獲調査、カメラトラップ、
バットディテクター

鳥　　類
３回

（春、秋、冬）
定点観測
ラインセンサス

魚　　類
２回
（春、夏）

投網、タモ網、定置網

昆　虫　類
３回

（春、夏、秋）
直接観察、捕獲調査、ライトトラップ法、
バタフライトラップ法、ベイトトラップ法

底生動物
２回
（春、秋）

捕獲調査、コドラート付サーバーネット

昆虫類：ライトトラップ 昆虫類：べイトトラップ 昆虫類：バタフライトラップ



＜業務＞

受賞理由受注者
業務名

（実施場所）

（株）三祐コンサルタ
ンツ　九州支店

令和３年度八代平野農業水利事業
昭和幹線水路調査設計業務
（熊本県八代市上野町、海士江町地
内他）

　【実施状況等】

　本業務は、国営八代平野土地改良事業計画に基づき、昭和幹
線水路に係る地質調査、機能保全対策及び耐震対策検討等の
実施設計を行うものである。
（作業内容）
　1. 準備及び資料検討
　2. 現地調査
　3. 設計、仮設計画
　4. 幹線水路の工区割の検討、設定
　5. 施工計画
　6. 数量計算
　7. 概算工事費積算
　8. 協議資料作成
　9. 総合検討

（工期）
令和３年９月２日～令和４年３月23日

　本業務は、昭和幹線水路の健全度評価結果より、開水路の機能
保全対策を検討し改修計画を策定するものである。
　本地域の開水路改修にあたっては、非かんがい期間の施工とな
るが、通年通水という条件で、仮廻しを確保し、通し施工が前提と
なっている。
　このことから、①安全性の高い仮廻し水路計画の設計　②断水
期間に配慮した工程計画の検討を行い、さらに、成果物に関して
は　③わかりやすく見やすい報告書の作成に配慮されている。
　具体的には、
①安全性の高い仮廻し水路計画の設計
　現地条件に配慮し、特に隣接地（人家密集地）の状況を配慮し、
○水路内配管、○左側の道路敷、○右側の排水路敷など各ケ－
ス毎に配置の可否を比較検討した上で、ポンプ圧送方式を選定し
ており、その中でも、○仮廻し材料の選定、○水理検討、○標準延
長による一次選定、○工区割・資材流用に即した二次選定を行
い、仮廻し計画を最終的に決定している。さらに、ポンプ圧送方式
であることから、一時的な停止を考慮し、余水吐を設置することで
安全対策も検討している。

②断水期間に配慮した工程計画
　工程計画に於いては、決められた断水期間を考慮（断水回数(４
回)、断水日数(５日/回)）し、管材の製作期間など留意して立案し
ている。

③わかりやすく見やすい報告書の作成
　成果物の報告書においては、前段で全体の検討内容がわかる
概要版を整理し、報告書各処に現地で撮影した写真を差し込み、
わかりにくい説明ではポンチ絵を差し込むなど工夫が見られる。

　以上のとおり本業務は、業務の過程やその成果が特に優秀で、
他の模範となるものである。

概　要

現 地 状 況 （人 家 密 集 地 ）



＜業務＞

①基盤岩上面立体図の作成による基盤の起伏状態の把握

②地下水特性把握の精度向上のため地下水調査の回数増

受賞理由受注者
業務名

（実施場所）

日本基礎技術
（株）
九州支店

令和３年度沖永良部農業水利事業
地下ダム地質調査（その２）業務
（鹿児島県大島郡知名町余多地内）

　【実施状況等】

　本業務は、沖永良部農業水利事業の一環として建設さ
れた沖永良部地下ダムにおいて、止水壁の止水性能確認
のため地下水位観測孔設置及び地下水流動調査等を行
うものである。

（作業項目）
　　１．地下水位観測孔設置　　　　　　６孔
　　２．水質及び地下水流動調査　　　１式
　　３．解析等調査業務　　　　　　　　　１式

（工期）
令和３年12月７日～令和４年３月16日

　本業務は、沖永良部農業水利事業の主要工事である沖
永良部地下ダムにおいて地下水位観測用の観測孔を設置
するとともに、この孔を利用した水質調査及び地下水流動
調査を実施し、止水壁の止水機能の確認を行うものであ
る。
　特に地下ダムの止水機能の確認には基盤岩位置の把握
が重要であるが、調査場所では基盤岩の起伏が激しいこと
が予測され、地下水追跡をする場合に評価が難しくなること
もあるため次の取り組みを実施。

①基盤岩上面立体図の作成による基盤の起伏状態の把握
を提案
　既存の地質調査データと今回実施した観測孔の地質調査
データを基に、基盤岩上面の起伏を視覚的に作成し、地下
水流動調査の適切な位置選定を行った。

②地下水特性把握の精度向上のため地下水調査の回数
増を提案
　事前調査により地下水特性把握の精度向上に努め、計器
の測定異常を排除し、測定回数を増やすことで地下水流動
調査結果の精度を上げた。

　以上のように、地下水流動調査の位置選定及び地下水流
動調査の精度向上に努め、優れた業務成果としたことは高
く評価できる。

概　要

沖永良部地下ダム（全区間）

ダム軸（止水壁）

基盤岩

事前調査測定状況

調査地点の基盤岩上面立体図


